
令和８年２月２７日

北 陸 地 方 整 備 局
羽 越 河 川 国 道 事 務 所

取り扱い 配布後解禁

投げ込み先

電話 ０２５４－６２－３２１１（代表） https://www.hrr.mlit.go.jp/uetsu/index.html

お問い合わせ先

国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所

事業対策官（河川） 乙川 昌也（おとがわ まさや）（内線２０７)

１．日 時 : 令和８年３月４日（水） 10:00～11:30

２．場 所 : 羽越河川国道事務所 １階会議室（ＷＥＢ併用）
（住所）新潟県村上市藤沢２７－１

３．主な議事 : （１）流域治水協議会および大規模氾濫に関する減災対策協議会について

（２）荒川水系流域治水プロジェクト２．０について
（３）自分事化に向けた取組について
（４）「荒川流域の減災に係る取り組み方針」に係る取り組み状況について
（５）新潟地方気象台からの話題提供

４．その他
・協議会は公開で行います。
・報道関係者における協議会の取材(撮影）は、議事に入るまでとさせていただきます。

※ 構成員は別紙のとおり

山形県 県土整備部 河川課

副主幹（兼）課長補佐 羽角 純一（はすみ じゅんいち）
電話 ０２３－６３０－２６１５（直通) https://www.pref.yamagata.jp/index.html

荒川水系の上下流一体となった「流域治水」を目指して
～ 荒川（下流域・上流域）流域治水協議会および、

荒川大規模氾濫に関する減災対策協議会を開催します ～

羽越水害以来の記録的な大雨となった令和４年８月豪雨災害をはじめとした近年の激甚な水害や、気

候変動による水害の激甚化・頻発化に備え、あらゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる

「荒川水系流域治水プロジェクト」に取り組んでいます。

｢荒川水系流域治水プロジェクト｣および、「荒川大規模氾濫に関する減災対策」の取組状況を共有し、

連携の促進、流域治水の推進、深化を図るため、下記のとおり協議会を開催します。

山形県県土整備部河川課

新潟県：新潟県政・新県政記者クラブ
新潟日報社（村上支局）
いわふね新聞社
ＮＨＫ新潟（村上報道室）
その他専門紙

山形県：県政記者クラブ報道機関 各位

荒川（下流域）流域治水協議会

荒川（上流域）流域治水協議会



（別紙１）

荒川（下流域・上流域）流域治水協議会

（規約の別表１の順）

■下流域
機関名 構成員名

関東森林管理局　下越森林管理署　村上支署 支署長

北陸地方整備局　羽越河川国道事務所 所長

北陸地方整備局　飯豊山系砂防事務所 所長

新潟県　村上地域振興局　地域整備部 部長

新潟県　村上地域振興局　農林振興部 部長

新潟県　新発田地域振興局　地域整備部 部長

村上市 市長

関川村 村長

荒川水力電気（株）関川事業所 関川事業所長

東北電力株式会社　新潟発電技術センター 所長

荒川沿岸土地改良区 理事長

■上流域
機関名 代表者

北陸地方整備局　羽越河川国道事務所 所長

北陸地方整備局　飯豊山系砂防事務所 所長

林野庁　東北森林管理局　置賜森林管理署 置賜森林管理署長

国立研究開発法人　森林研究・整備機構
　　森林整備センター　山形水源林整備事務所

所長

山形県　県土整備部　下水道課 下水道課長

山形県　県土整備部　砂防・災害対策課 砂防・災害対策課長

北陸農政局 地方参事官

新潟地方気象台 台長

胎内市 市長

赤芝水力発電（株）赤芝発電所 代表取締役

小国町 町長

気象庁　山形地方気象台 台長

山形県　防災くらし安心部　防災危機管理課 防災危機管理課長

山形県　農林水産部　農村整備課 農村整備課長

山形県　農林水産部　森林ノミクス推進課 森林ノミクス推進課長

山形県　県土整備部　都市計画課 都市計画課長

山形県　置賜総合支庁 建設部長

山形県　県土整備部　河川課 河川課長

山形県　県土整備部　建築住宅課 建築住宅課長



（別紙２）

荒川大規模氾濫に関する減災対策協議会

敬称略

機関名 代表者

新潟県　村上地域振興局　地域整備部 部長

新潟県　村上地域振興局　農林振興部 部長

村上市 市長

関川村 村長

荒川水力電気（株）関川事業所 関川事業所長

東北電力株式会社　新潟発電技術センター 所長

荒川沿岸土地改良区 理事長

北陸地方整備局　羽越河川国道事務所 所長

胎内市 市長

村上市　消防本部 消防長

新潟地方気象台 台長

新発田地域広域事務組合　消防本部 消防長

赤芝水力発電（株）赤芝発電所 代表取締役


